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広告写真家も報道写真記者も、どちら
もアーチストではない。職業カメラマ
ンである。作品を撮っているのではな
く、仕事の写真を撮っている。という
ことは、広告主の意向やディレクター
の指示、社の方針や上司の命令という
ものが必ずあるはずだ。

制約。それが、アマチュアカメラマン
との決定的な違いである。では、そこ
にはまったく自己表現やじぶんのカ
ラーというものはないのか、じぶんと
いうものを出せないのか。そんなはず
はないだろう。それでは、写真撮影は
単にお金を得るための手段に過ぎない
じゃないか。じぶんが感じたままに表
現するという、表現の本質が存在しな
いじゃないか。プロカメラマンとは技
術を切り売りするだけの仕事なのか。
表現というクリエイティブな仕事をし
ていないのか。そんなはずはない。好
きでその世界に入り、好きだからずっ
と続けている。仕事で撮る写真にも、「こ
れがじぶんの写真だ」と言いたい個性
を表出させているはずだ。制約を突破
して、じぶんを出してこそプロである
はずだ。そうでなければ、プロとして
の矜持はないだろう。そうであるはず
だという想いから、今回のテーマが生
まれた。

これは、“誰が撮っても、同じじゃない”
を世に問う写真展である。

                コピーライター・田中有史

報道写真記者と広告写真家の比較作品展

主催：公益社団法人日本広告写真家協会（APA）、朝日新聞社、共同通信社、神戸新聞社、

産経新聞社、毎日新聞社、読売新聞大阪本社 / 後援：京都市

協力：ダイヤミック株式会社（ピクトリコ） 

ディレクション&コピー：田中有史

2022年10月5日（水）～31日（月）

関連セミナー（トークイベント）
2022年10月23日（日）17時
毎日新聞京都支局ホール    　詳細は裏面

体に刻んだ「大切な人たち」山崎一輝 - 毎日新聞社

「アウトカット」吉川幸宏 - 日本広告写真家協会 「舞妓」木村 充宏 - 日本広告写真家協会

「望郷」矢木 隆晴 - 朝日新聞社

「その夜の踊り子」松田 優 - 共同通信社

「puzzle」岡本 卓也 - 日本広告写真家協会

報道写真記者と広告写真家の比較作品展
公式 Twitter です。
https://twitter.com/HikakuSakuhin
展覧会やセミナーの最新情報はこちら

お問い合わせ：
（展示物）公益社団法人日本広告写真家協会 関西支部  06-6767-3520
（会場）京都市都市計画局 歩くまち京都推進室   075-222-3483

会場:京都市四条通地下道
11～12 番出入口間（四条富小路 - 麩屋町通間）
アクセス：阪急電鉄 京都河原町駅/京都市営地下鉄四条駅




